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Current status of outpatients at the emergency unit 
in Matsumoto Dental University Hospital
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Summary
　　To　understand七he　current　status　of　the　urgent　denta1　and　oral　surgica1　treatmen七during
after－hour　and　holidays，　we　investigated　clinic－statistica11y　the　outpatients　at　the　emer－
gency　uni七〇f　Matsumoto　Denta1　University　Hospital　from　Apri1　2008　to　March　2010．　The
number　of　emergency　outpatients　was　748　in　2008　and　680　in　2009　school　year，　respec－
tively．　The　chief　complain七s　were　“pain”，“inflammation”and“injury”in　order，　and七hey　oc－
cupied　79．1％of　all．　The　emergency　patients　tended　to　increase　a七August　and　December．
The　alTiving　time　to　Hospital　showed七wo　peaks　that　one　was　early　evening　in　holidays　and
the　other　was　around　20：00　in　weekdays．　The　emergency　outpatients　resided　in　Matsu－
moto　ci七y（527　patients），　Shi（’jiri　city（387　patients），　Higashi－Tsukama　county（111　pa－
tients）and　Azumino　city（103　patients）．　Matsumo七〇Dental　University且ospital　seemed　to
contribute　the　regional　emergency　dental　and　oral　surgical七reatment．
（2010年4月22日受付；2010年5月10日受理）
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言
　松本歯科大学病院は長野県中信地域の歯科診療
における中核基幹病院である．平成20年4月18日
に新病院がこれまでの病院敷地内に開院した．地
域医療の中で本病院の役割は，この地域の開業歯
科医院と連携体制の下に治療を行うことと，夜
間・休日緊急診療体制を整えていることである．
そこで，新病院が開院して2年が経過し，夜間・
休日緊急歯科診療の現状について検討したので報
告する．
対象と方法
　松本歯科大学病院の夜間・休日緊急診療体制に
ついて（図1）
　2010年3月31日現在，松本歯科大学病院の平日
の通常診療時間は8時30分から17時30分，土曜日
は13時までである．それ以外の時間では，当直医
が対応することとなっている．当直体制は，平日
は17時30分から，土曜日は13時から翌朝8時30分
まで口腔外科あるいは歯科麻酔科の歯科医師1名
と病棟看護師1名で対応している．日曜・祝日は
8時30分から翌朝8時30分まで口腔外科の歯科医
師1名と病棟看護師1名で対応している．口腔外
科と歯科麻酔科の歯科医師は外来救急患者のほ
か，入院中の患者対応も兼務している．なお，日
時刻　g：00　　12：00 18’00
曜・祝日の8時30分から17時30分まで，口腔外科
と歯科麻酔科以外の歯科診療科の歯科医師1名と
歯科衛生士1名が口腔外科的疾患以外の救急患者
の対応にあたっている．
　2008年4月18日から2010年3月3ユ日までの約2
年間に松本歯科大学病院の夜間緊急診療，およ
び，休日緊急診療のうち口腔外科医が対応した患
者を対象とした．2008，2009年度の年度別に，
1）疾患内容内訳
2）新規・再来別の件数
3）月別の件数
4）曜日別の件数
5）時間帯別の件数
6）地域別の件数
について調査した．新規・再来の区別では，松本
歯科大学病院受診歴の有無により分類し，受診歴
がまったく無い患者を新規とし，本院の診察券・番
号を保有していた患者については最近の通院歴と
は無関係に再来と定義した．なお，電話による指
示や説明だけで，来院にいたらなかったものは除
外した．
結 果
　2008年度の急患来院数は748名（新規342名
45．7％），2009年度は680名（新規298名43．8％）
であった．
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図1：松本歯科大学病院の夜間緊急診療体制
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図2：休H・夜問緊急診療患者の症例内訳
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　　　　　　　　図5：休日・夜間緊急診療の時間帯別患者数
症例内訳は2008年度も2009年度も疾痛が最も多　　の順であった（図2）．主訴・疾患内容別では，
く，次いで炎症，外傷，補綴物脱落・不適，出血　　疾痛を主訴に来院した急患，炎症と診断された急
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図6：地域（住所）別の緊急診療来院患者数
患の新規患者割合は約1／2であった．一方，外
傷の急患の新規患者割合は約2／3を占めてい
た．逆に，補綴物脱落・不適を主訴に来院した新
規の急患は1／5にとどまっていた．
　月別の急患来院数は，2008年度では6月と8月
の82人，12月の77人，5月の67人が多く，4月34
人と3月45人が少なく，月平均では62．3人であっ
た（図3）．また，2009年度は8月の80人，7月
の69人，5月の67人，12月の65人が多く，11月36
人，2月40人が少なく，月平均では56．7人であっ
た．いずれも8月と12月の急患数が多い傾向が認
められた．
　疾痛を主訴とした患者に限った場合，2008年度
6月，8月，9月，12月，2009年度8月，7月，6
月，12月が多く，いずれも8月，6月，12月が上
位にあった．一方，外傷は2008年度6月，10月，7
月，8月，2009年度7月，10月，12月が多く，い
ずれも7月と10月が上位にあった．
　月別の新規患者割合は，2008および2009年度に
おいても大きな差は見られなかった．
　平日では，2008年度は水曜日，木曜日，金曜日
に急患数が多く，2009年度は木曜日，次いで火曜
日と金曜日が同数であり，木曜日が多い傾向に
あった（図4）．一方，週末では，土曜日の急患
数が最も多かった．新患の占める割合は，平日に
おいては特徴が認められないが，日曜・祝日にお
いては過半数を占めていたのに対し，土曜日の新
患割合は約1／3であった．
　平日の時間帯では，20時台が最も多かった（図
5）．土曜日，日曜日と祝日を合せた場合は昼間
の日常活動時間帯に多かった．
　患者を地域別にみると，2008年度は松本市271
名，塩尻市217名，東筑摩郡59名の順に多く，2009
年度は松本市256名，塩尻市170名，安曇野市61名
であった（図6）．また，長野県外の住所の患者
は40名で，帰省中，旅行中，出張中ということで
あった．
考 察
　休日のロ腔外科的疾患患者の対応と夜間緊急診
療に関する今回の調査で，年間約700名を診療し
ていたことが明らかになった．新規患者の占める
割合は40％強であったが，緊急診療時は，当院に
現在通院治療していない患者でも過去に当院の診
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察券番号を保有していた患者は再来患者としたた
め，実際の新規患者の占める割合はさらに増える
と思われる．地域医療の連携体制のもとで松本歯
科大学病院の夜間・休日緊急診療の役目を考える
と，新患の応急処置を行ったあとの継続的な治療
の引き継ぎを円滑に開業歯科医院に移行しなくて
はならないと思われる．以後の治療に関する指示
について，診療録をみると口頭での指示にとど
まっていることが多かったが，所見や応急処置の
内容等，診療情報提供書を手渡すことが理想的で
ある．今回の調査では検討の対象とはしなかった
ため，実態の把握はできなかったが，電話による
相談や対処法の説明・指示で解決する患者も多
い．松本歯科大学病院の夜間緊急診療体制は，1
名の歯科医師で入院患者病棟の当直業務と兼務し
ており，急患の対応中にコールを受けることもあ
る．他家の報告1・2）と同様に今回の調査でも，時間
帯では19時から21時台が夜間緊急診療のピークで
あり，病棟における定時の点滴静・注の時間帯とも
重なっている．安全で円滑な診療を行うに当たっ
て，このような問題点も浮かび上がった．
　中信地区では，木曜日を休診としている一般開
業歯科医院が多く，診療終了時間も17時30分，18
時や19時までとしている医院が多い．木曜日が他
の平日の曜日と比較してわずかに多く，また，19
時以降の2，3時間で最も多くの急患が来院して
いたことから，突発的な症状出現で，かかりつけ
歯科医と連絡がとれなかったため当院を受診した
ものと考えられた．参考までに，歯科医院での夜
間緊急時の対応について無作為に調査したとこ
ろ，携帯電話や自宅の番号を患者に知らせてお
く，緊急の対応ができる病院を紹介しておく，と
いった対応が個別にとられていた．松本歯科大学
病院への受診が可能な地域では，本院に対する夜
間・休日緊急診療の認識は高いように思われた
が，それぞれの歯科医院によって当院についての
認識にかなりの差を感じた．
　歯科医院数296件3），診療圏人口約65万人の北信
地域の中核病院である長野赤十字病院の口腔外科
では年間平均190名の夜間・休日患者対応であっ
たと報告されている4）．当院の診療圏は患者の地
域別の分布から松本，木曽，上伊那，さらには大
北保健診療圏も含んでいると考えられ，その人口
は約72万人3），歯科医院数は438件3）である．当院
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約300名という実績は，中信地域の救急歯科医療
に貢献していると思われる．都市圏では，東京歯
科大学市川総合病院の歯科・口腔外科が臨床統計
を発表しており，夜間・休日救急外来では2年間
で2714名と報告されている1）．本院の場合，日曜・
祝日の8時30分から17時30分までの時間帯の口腔
外科的疾患以外の対応は夜間緊急診療とは別の診
療室で行われており，その来院患者数のみ示す
と，2008年度は989名，2009年度は798名であっ
た．これらを加えた本院の夜間・休日緊急診療全
体での患者数は3215名にのぼり，都市圏の報告を
上回っている．公的な夜間診療の医療施設動態は
不明であるが，インターネットの歯科医院専門サ
イド）で「夜間診療」で絞り込み検索すると，東
京都では8855件のうち242件該当し，20時，21時ま
で診療を標榜する歯科医院も多数みられる．長野
県では935件のうち1件しかヒットせず，松本歯
科大学病院の診療圏では，夜間の緊急時には何ら
かの経路で当院に行きつくと思われた．しかしな
がら，同じ都市圏でも，大阪府歯科医師会の夜間
緊急歯科診療では3年間で来院患者数は18521名
と報告されている2）．その報告には来院経路につ
いても述べられ，「119番への電話で診療所を知っ
た」のが6000名ほどで約1／3を占めている．次
いで，「府医師会救急医療情報センターへの問い
合わせ」，「人から」，「インターネット」，「歯科医
院」という順であったとしている．これらの動向
は，当院の緊急歯科医療体制についての広報活動
の参考になると思われた．
　患者の立場で考えた場合，夜間緊急時に歯科医
師が対応してくれるというのは非常に心強いと思
われるが，通常の診療時間帯に通院できない生活
スタイルの患者にとっての夜間”通常”診療とな
らないように医療スタッフが配慮することも必要
である．したがって，緊急性を要するものなのか
適切に判断することが肝要である．歯科医師1名
で対応しているため，広義のトリアージとも言う
ことができる．容態の急変，治療中の偶発症など
救命が必要な場合の救命医療機関との連携，ま
た，医療スタッフの針刺し事故の対応など医療安
全も課題としてあげられる．今後，松本歯科大学
病院の夜間・休日緊急歯科診療が地域医療にさら
に貢献するためには，これらの課題の改善と，受
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診患者の意見・感想，地域の一般開業歯科医院か
らの要望等を収集する努力をしなければならない
と思われる、
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